
学校教育目標 学校経営の重点

評価基準　５：十分達成（１００％）　４：概ね達成（８０％程度）　３：変化の兆し（６０％程度）　２：やや不十分（４０％程度）　１：不十分・目標、方策の見直し　　　　

取組みへの意見 対策 学校関係者評価

学
校
運
営

4.0

3.1

・割振や代休の取得はするものの、実質的に休めていないの
が現状である。さらなる業務改善に向けた取組が必要である。
・学校経営についてのビジョンを話す機会が増え、求める学校
像はイメージしやすくはなったが、業務改善には直結していな
い。

・勤務の割振を確実に行い、かつ退勤時間を
意識させることで見通しを持った適正な働き
方にする。
・学校経営のビジョンを全教職員と共有し、そ
の実現と業務改善を両立させることによっ
て、教職員のモチベーションを高める。

働きがいのある学校づ
くり

○教員の人数が少ない現状の中、生徒の教育のために必要な業務でもあるため、仕方ない面もあ
る。（教員平等に業務は割り振れない現状がある。）
●自分自身の時間の使い方・仕事の仕方に課題を感じている。
●時間だけの問題ではなく、小規模校なりの校務分掌の見直しなど担当業務に偏りのない学校組
織となるよう検討していただきたい。
●昨年度末に、業務改善について各部署で意見を出したにもかかわらず、それに対して何も言及さ
れず今年度を迎えるなど、業務改善、特に時間外勤務の削減について取り組まれる様子がなく大変
残念であった。こちらとしては業務改善案を考えることにも部署で会議を開き、話し合いをするなど時
間を割いている。できないならできないで、最初からそのように言っていただいた方が良い。期待さ
せるだけさせておいて、何も行動に移されなかったことが大変残念であった。キャリア支援部の人数
が３人であることに、校務分掌の偏りを感じる。校務は機能しているのではなく、何とか機能させてい
るのが現状である。教員の負担に頼るのではなく、管理職中心にシステムの改善、業務の精選を
行ってもらわないと持続可能な学校とはならないと思う。
●退勤予定時間の記入ができていません。書いてもあまり変わらない？
●業務改善という点では分掌上やるべきことが他の部署の負担となることがあった。学校として学校
経営のビジョンは見えるが、教員一人一人の生徒をどう育てるのかのビジョンが薄いように感じる。
生徒の成長を主体として考えた学校経営の実践を考えていきたい。
●代休を取得するので精一杯で年休の取得ができていません。すみません。
●欠席連絡などはGoogleFormなどを用いて簡略化できるのではと思います。また、退勤時間目標の
記入がほぼされていないのはどうなのか？と思う部分があります。学校経営についてのビジョンは話
されているとは思いますが、全職員と共有しているかについては疑問が残ると思います。

・項目別評価が3.1と一番低い。
・働きがいのある学校づくり、業務改善は全国的
な課題であり、本町の小中学校でも難しい問題で
ある。
・厳しい労働条件が、教員志望者を減らしているこ
とは否めないことであり、教育現場としては本気に
なって取り組む危機感を持つ必要がある。そのた
め、学校運営協議会等で地域を巻き込んだ議論
をしていくことも一つの方法である。
・googleフォームでの欠席連絡に取り組む小中学
校はあるため、成果や課題を共有することも必要
かもしれない。
・先生方の業務過多を感じます。
業務改善はなかなか大変だと思いますが、県内・
県外問わず他の学校の取組など参考になる情報
収集が出来ると参考になるのではないでしょう
か？
・実質的に休めてないのは心配です。退勤記録と
いう定量的な記録+目標設定+手法＝実現となる
かと思います。まずは、目標設定（いつまでに何日
休む）を行い遂行状況を誰がいつチェックするの
かなど、体制を整えてはいかがでしょうか。

・ノー部活デーの曜日を６限
授業日の水曜にすればより
早く退勤できると思います。
（現実的に可能であれば）

・来年から欠席連絡をGoogle
フォームで行う。
・退勤時刻の記入にあまり成
果がないので、月ごとにマイ
定勤日を２日設定し、それを
記入いていただく。代休だけ
でなく、年休も計画的に取得
してもらえるよう声かけを行
う。

(1)	生徒一人ひとりを大切にした教育の実践
ア　３年間を通じた体系的で個に応じたキャリア教育により、多様な進路目標の実現。
イ　生徒、保護者と心の通い合う関係を構築し、関係機関とも連携して、きめ細やかで適切な生徒指導、教育
相談体制の充実。（通級巡回指導の導入）
ウ　学校行事や部活動、さらに防災、保健安全教育を通して、共生の心を育む心の教育の推進。
エ　新学習指導要領を踏まえた、新時代に即した実践的指導力の向上と授業改善。
オ　教員の資質と教育活動の質の向上を図る、働きがいのある職場づくり。

令和６年度　兵庫県立浜坂高等学校　学校評価シート

１ 命を尊び、人権を大切にし、共生心と豊かな人間性を育成する。
２ 「予測不能な時代」を主体的に育るための「創造力」と「発進力」
を育成する。
３ 生涯を通して自ら学び続ける意欲と習慣を培い、持続的に社会
に貢献する人材を育成する。

領域 Ｒ６評価項目 Ｒ６目標・方策等 取組みの成果
項目別評

価
総合評

価

4.7

・1月からホームページをリニューアルし、本校の教育活動に
ついて即時的に情報提供できるよう努めている。
・２年生の探究活動で、大学教員３名の方に加えて、地域の自
治体、団体、企業等多様な方に外部講師として指導していた
だくことによって、内容の質の向上やより地域に根ざした活動
にすることができた。
・支援員さんを介し、地域の小学校や企業と連携し、業務支援
やPR動画の作成を行う『キャリアアップ体験』を行うことによっ
て、郷土愛の涵養や地域貢献を体験することができた。

・本校のホームページを刷新し、情報の更新
の頻度を高めることによって、校内外の生徒
の活躍や本校の教育活動について広く情報
発信する。
・大学等より外部講師を招き指導してもらうこ
とで探究活動をより深化させるとともに、地域
や姉妹校との連携を強化することで生徒によ
る実践や社会実装へと繋げる。
・「浜坂高校支援員」（新温泉町教委より派
遣）を介して、地元企業との情報共有・地域
人材の発掘を進め、キャリア教育、地域探究
学習を強化する。

学校の魅力発信と地
域連携

○ホームページがリニューアルし、見やすい形になり良かった。ただ、情報更新の周知などが曖昧な
ので、継続更新できる体制づくりが必要。
○リニューアルしたホームページが見やすく、とてもよかった。
○お洒落で見やすいHPになっていて、担当の先生方にはすごいの一言です。様式を作っていただき
記事も上げやすくなったので、行事や大会ごとに作成します。
○ホームページがリニューアルされ、より本校の教育活動を広報しやすくなり、良かった。
○ホームページのリニューアルによって、見やすくなっただけでなく、部活動や学校行事など校内で
行っていることが明確になったと思います。
○2年生では多くの方々に関わって頂き充実した探究活動になりました。大学の先生方、地域の
方々、本校教員の先生方、生徒の指導にかなりのお力添えをしていただいたと思います。ありがとう
ございました。
○ホームページがリニューアルされ情報の更新や発信がリアルタイムになり、知りたい情報を得るこ
とができるようになった。
○ホームページをリニューアルしたことで教育活動を広く知ってもらえる機会になっていると思う。
○ホームページのリニューアルに加えてその周知も行っていければ情報提供がさらに進んでいくの
ではと思います。学校の外でしか学ぶことのできないことを学ぶことができ、「探究」といえる活動が
行えたと思っています。班によって活動内容が変わるので仕方がない部分もあると思いますが、生
徒が取り組んだものが少しでも形に残るとより良い探究活動になるのではと思います。

・項目別評価が4.7と一番高い。
・ホームページが見やすくなったことは、教職員の
みならず、住民等からも高評価の声を聞くことがで
きた。
・今後、更新等をするために様式を作成し、組織
的に対応できる工夫をしたことが大変評価でき
る。
・拝見しました。HPがとても見やすくなっており、
しっかりと取り組まれたと感じました。
対策に記載されている内容実施できるよう取り組
んでいただきたい。魅力を継続して発信できる対
策も必要かと思います。
・同窓会の総会のなかで、「PTA及び同窓会の情
報が更新されていないことが残念」との意見が出
ていた。ホームページがリニューアルして良かった
が、PTA及び同窓会についてのコンテンツが無く
なったのは残念です。

・ホームページでの情報発信
をより活発にしていく。行事・
大会のみならず、生徒目線の
情報も入れていきたい。
・今後も高大連携・地域連携
に基づき、データサイエンス
を活用しより説得力のある探
究活動へと深化させたい。ま
た、地域と密に連携し、探究
の成果の社会実装を目指し
たい。

・中高連携方針報告書には、「持続可能な社会を
築いていくための資質能力は、実社会を通して身
につけていくことが重要である」としている。実社
会の中に、地域との連携や、中高の連携がすでに
存在していることは非常にありがたいことである。

安心・安全な学校づく
り

・非常時に携帯できるように防災マニュアル
と危機管理マニュアルを一本化する。
・年度当初に防災研修会を実施する。
・地域の防災教育を知り、地域を連携した防
災教育を検討する。
・図書室の積極的な活用を推進する。

・防災マニュアルと危機管理マニュアルを一本化にし、目次な
どで見やすいように工夫した。しかし、内容量が多いので、即
時必要なページが活用できるような改良が必要である。・年度
当初に危機管理マニュアルの確認を含め、防災についての研
修を実施できた。
・津波一斉避難訓練では起こりうる場面を想定し実施できた。
またその後新温泉町町民安全課と連携し、防災講話・防災HR
を実施できた。・図書委員会を中心に昼休みの図書室開放を
実施し、図書室の積極的な活用を推進した。また職員室前に
移動図書室を設置し、周知に努めた。

4.4

○学期始めの危機管理研修は毎年継続した方が良い。
○避難訓練は、火災訓練を入れ年２回実施あると良い。
○職員室前や教室前の移動図書室は、生徒・職員が目にも入り、手に取りやすく良かった。
○職員室前の移動図書室、教室フロアの出張図書室の活動がよかった。生徒に図書室の活用を勧
めていきたい。
○移動図書館の取り組みありがたかったです。継続を希望します。
○昼休みの図書室は管理棟から距離があるため、非常に静かで自習や読書をするのに良い環境で
ある。そのため、そのような用途で図書室を利用する生徒が増えてくれたら良いなと思う。
●校内で防災に関する研修などを行っていますが、マニュアルの確認などが不十分であるため、き
ちんと読みます。
○今年度また新たな取り組みが行われ、改善が行われることは生徒にとっても、職員にとっても糧に
なることであると感じる。
○防災避難訓練や職員研修で危機意識が高まったと思う。
●津波一斉避難訓練後の防災講話はもう少し現実味のある講話をしていただけると、生徒たちも緊
張感を持つことができ、浜坂という地域では津波は身近な災害だということをより強く実感できるので
はないかと思っています。

・避難所運営や防災マップづ
くりなど、町や地域住民と一
緒に行う防災教育について検
討し、実施する。
・危機管理研修を継続する。
・図書室の活用について積極
的に働きかける。

・全国的に見ると、コミュニティ・スクールの取組
で、地域と一体となった防災訓練をしている学校
は多い。
・災害時に、高校生の力が地域に貢献することは
もちろんであるが、地域と平常時に連携すること
で、学校が避難所になった場合の開設教室の優
先順位などを地域と共有することができる。
・出張図書室などの取組は、町全体への読書活
動推進に役に立つと思うのでどんどん発信しても
らいたいし、町の図書館などとも連携を検討して
ほしい。

・中学校との交流を前向きに捉える意見が多いこ
とは、大変ありがたいことである。
・高校の学校教育目標の実現につながることでも
あるが、この町を持続可能なものにしていく担い手
の育成には、最低限、教育関係者の「心合わせ」
は必要不可欠だと思う。

地域と連携した体験
的・協働的な学びを推
進

（・ふるさと貢献事業での地域連携と、教育課
程に位置づけられる地域連携とを分類し、）
学校行事や地域連携活動、中高連携等にお
いて、生徒自ら学び続ける意欲を育み、一人
ひとりの個性と能力を伸長する。
・ハートフルフェスや松林サンビーチクリーン
作戦、オープンハイスクールなどで生徒が主
体的に活動できる方法で実施する。
・ボランティア協力校としての活動（ちょボラ・
みんなでCooking・除雪作業など）やPTAとの
協働行事（花いっぱい運動など）は継続して
取組む。

・ふるさと貢献事業での地域連携は総務部、教育課程での地
域連携はキャリア支援部が中心に実施し、生徒の学びの場と
して広がっており、生徒自ら活動できる方策で今後も継続して
いく。
・松林クリーン作戦は雨天のため中止となったが、9月にハート
フルフェス、１月に浜っ子アート展をし、生徒の活動発表の場と
なった。
・ボランティア協力校としての活動は部活動単位だけでなく、
生徒に幅広く周知し、希望する生徒が参加できた。

4.4

4.1

○生徒が主体的に動く機会や、活動発表できる場は必要なので、継続したい。
○生徒の活躍を校外にアピールできる機会であり、さらに力を入れて取り組み、可能なかぎり生徒主
体の活動にできれば良いと思う。
○中高交流会や、クリーン作戦など中学生との交流の機会があることは続けるべきだと思います。
○学校全体として地域や中高と関われる機会があることは、先輩後輩の関係を強くしたり、母校に対
する愛情を忘れなかったりと良い取り組みだと思う。
○実現できる可能性は低いかもしれませんが、松林クリーン作戦のような中学校と連携して実施でき
る活動がより増えれば、連携が深まってより良い関係を構築することができると思いました。

・松林クリーン作戦などの中
学校との連携事業は継続し
ていき、その他学校行事で生
徒間連携ができる活動を協
議し、広めていく。
・準備段階から生徒の意見を
聞き、生徒が主体的に取り組
めるような体制を構築してい
く。

地域の教育力を高め
るための中高接続と小
中高連携

・中高連携によって育てたい生徒像を共有
し、本校の特色をカリキュラムに落とし込み、
魅力あるものとする。
・本校職員による出前授業や本校生徒によ
る小中学生への学習支援ボランティアを通し
て、地域の児童生徒の学力向上に努める。
・中高交流会やハートフルフェスタ、浜高ラボ
等様々な学びの機会を中学校と共有するこ
とによって、スムースな中高接続に繋げる。
・中学生保護者を対象とした説明会を実施す
る。

・中高交流推進委員会や生徒同士の交流である中高交流会、
地域での行事を通して、地域の子どもを地域で育てるという思
いを共有し、生徒同士の交流の機会を持つことができた。
・夢が丘中学校への学習支援ボランティアや『キャリアアップ
体験』における認定こども園や北小学校へのボランティアを通
して、学び合いを体験することができた。
・中学生保護者を対象とした説明会は実施できなかった。 4.1

○中学校との交流の機会が増えることは、本校にとっても中学生にとっても良いことであるので、継
続してほしい。
○新たな交流の機会を模索することと既存の行事等で交流、連携できるものを選定し実現に向けた
準備を行う。
○中高交流会や、クリーン作戦など中学生との交流の機会があることは続けるべきだと思います。
○小中高の連携に多くの生徒が関わることができており、地域全体で成長が促されていることを感じ
る。
○中高交流会などは生徒も意欲的に取り組んでくれていると思う。地域へのアピールとしては大切
だと思う。
○連携型中高一貫校になるにあたって、生徒同士の交流があるのは非常に良いことだと思います。
これを年に複数回実施をすることができれば、中高の連携が強くなりより良い連携型中高一貫校に
なると思います。

・キャリアアップ体験のような
地域連携に基づくキャリア教
育を、来年度以降はカリキュ
ラムの中に落とし込み、１年
総合コースのクエストなどで
授業展開していく。
・中高校流会やクリーン作戦
等の中高連携行事は継続
し、探究発表会を広く中学生
や地域に開かれたものとなる
よう、土日開催を検討する。

・命の重みを実感する取組として徳永医師の講演
計画は素晴らしいと感じる。
・多様性を理解する人権教育という視点では、多
文化共生教育にも力を入れてほしい。そのこと
で、台湾との交流に深みが出ると思う。
・人権講演会自体は外部が主催の講演なので、
高校で何かできる事ではないが、季節（時期）に応
じた開催方法の検討はアリかと思いました。
・人権についての共通理解（相互理解）が必要か
もしれません。例えば、意見交換会などもいいかも
しれません。

多様性を理解した人権
教育の推進

保
健

学校保健と学校安全を
推進

・安全点検、ヒヤリハット調査、応急手当リー
ダー講習会など継続し、生徒・職員の安全意
識等を推進を図る。
・救命法は体育科を協力し、１，２学年で実施
する。
・薬物乱用防止教室、献血ボランティア、精
神保健講座など継続し、保健教育の推進を
図る。
実施後、保健だよりなどで全校生へ周知する
工夫を図る。
・生徒中心の美化保健委員会の活動を継続
する。

・7月と12月に職員「安全点検」と生徒「ヒヤリハット調査」を実
施し、結果を周知し、改善できる点は事務室と共に改善でき
た。
・熱中症予防リーダー講習会を夏休み前に実施し、夏休みの
活動も安全にできた。
・今年度は体育科の協力の元、１，２年生全員に救命法の講
習会を実施できた。
・学校薬剤師や、豊岡健康福祉事務所、豊岡血液センターな
ど外部関係機関と連携し、保健教育を実施できた。しかし実施
後の保健だよりでの周知まで至らなかった。
・美化保健委員会は生徒中心に内容を決定し、活動すること
ができた。

4.6

4.6

○外部機関とも連携した安全教育・保健教育は継続して実施したい。
○美化保健委員の活動が活発でよい。
○定期的に保健だよりが発行されるなど、美化保健委員会が生徒中心に運営されている様子がう
かがえる。
○昨年度の取り組みから改善が行われ、生徒にとっても、職員にとっても糧になることであると感じ
る。生徒が主体となって活動しようとしている様子がさまざまな活動から感じられる。
○学校の安全のために、様々な研修や講習会を行っており、安全に対する意識付けができました。
○美化保健委員の活動や熱中症予防リーダー講習会など生徒が活動する場面も多かった。ありが
とうございます。
○今年度の活動が来年度にも継続してできればと思いました。

・生徒が主体的に学べる場と
しての美化保健委員会や保
健教育を計画、実施する。
・保健だよりなどを通じて、実
施している内容を周知する。

・進路先を見ると、医療関係や福祉関係に進む生
徒が一定数いる。社会保障費が膨らみ続ける本
町において、意見にもあるように保健関連事業で
リーダー的な役割を経験した生徒が、次代の町を
担ってくれることを期待する。

・新温泉町人権セミナーを全教職員で分担派
遣し、参加後に報告してもらい、人権教育の
理解を推進する。
・CoCoLo34を活用し、学級の実態を共有す
るための専門家の研修会を実施する。また
人権ホームルームにつなげる。
・人権講演会をPTAと協力して実施する。

・新温泉町人権セミナーには全教職員が興味のあるテーマを
選んで研修参加し、自己研鑽と人権教育の理解に努めること
ができた。参加後の研修報告はできなかった。・CoCoLo34の
活用を年2回（うち1回は3月予定）し、8月には県心の総合教育
センターの講師から研修を受け、学級の実態についてグルー
プワークを実施できた。・人権講演会は野の花診療所の徳永
先生に来ていただく予定であったが、大雪の影響で中止となっ
た。

3.6

○徳永先生の講演は、ぜひ行っていただきたいです。
○人権講演会は実施できず残念であったので、ぜひ来年度計画してほしい。
○可能であれば、講演会を台風や雪の季節を避けられるといいのではないでしょうか。特に冬は体
育館も寒いですし…。
○新温泉町の人権セミナーが大変良かったです。
●各々が人権セミナーに参加し、それぞれ学びはあるが、本校としての人権教育への理解や人権意
識向上の取り組みのまとまりが感じられない。
○新温泉町人権セミナーは自分の興味のあるテーマのセミナーに参加し、自分の場合はゲーム感
覚で楽しく学ぶことができた。
●2月に行われる予定だった人権講演会はオンラインなどで開催ができればよかったかもしれないと
思いました。

・今年度実施できなかった人
権講演会を企画し、実施す
る。
・新温泉町の人権セミナーは
全職員で興味のあるテーマを
選び参加する。

総
務

・授業のユニバーサルデザイン化は、小中高と連
続性を持たせられると、子どもにとってメリットとな
る。関連の研修等の情報が共有できれば、１つの
学校のみで講師等を招聘する負担が軽減できる
と思う。

教育相談・特別支援教
育の推進と生徒理解

・朝の立ち番を継続することは本当に大変なた
め、感謝の意見が多いのだと思う。ただ、負担軽
減のためコミスクとの連携も考えられる。
・通勤時間帯に先生の指導に熱が入るあまり、歩
車道境界ブロックに立たれてる（もしくは片足をか
けている）ところを見たことがあります。通勤車に
とっては、視界に入るだけで危険を感じてしまいま
す。歩道内での指導をお願いします。

いじめや犯罪等の未
然防止

・いじめアンケートを少なくとも年３回実施し、
いじめの積極的認知に努める。
・いじめを認知した場合、いじめ対応チーム
による組織的な対応を行う。
・犯罪被害防止のための講演会等を実施す
る。

・いじめの積極的な認知を行うことはできたが、いじめ対応
チームによる対応と生徒特別指導委員会による対応の双方が
必要な場合の動きに課題が残った。
・他分掌の協力のおかげで、薬物乱用防止等の講演会を実施
することができた。

3.5

○いじめ対応チームの対応については、後の被害者側への継続的な対応まで本当に助けられまし
た。
●職員研修会や委員会など協議できる場があれば良い。
●組織としての動きに課題が残った。
●特別指導などの際、臨時で打ち合わせを行い現在どの生徒が聞き取りなどに入っているのか周
知してもらいたい。
●問題行動の発覚から事情聴取までが時間がかかっていた。情報の共有と、対応について課題が
残る。
●生徒指導案件が発生した場合、組織としての対応ができていないと思いました。

生徒の問題行動発覚時、速
やかに管理職に報告し、対応
の各段階でも分掌内外を問
わず、必要な情報共有をこま
めに行う。

生
徒
支
援
部

特別活動の計画的な
実施

・他分掌と連携し、３年間を見通したＬＨＲや
学校行事の計画・立案の体系化ができるよう
調整を図る。

・交通安全教室（スケアードストレイト）、文化祭、浜高交流杯
など、多くの行事の計画・立案を行うことはできたが、「他分掌
と連携し、３年間を見通した」ものにできたかといえば、そうで
はない。

3.7

3.8

●各部署と相談しながら進めれると良い。
○交通安全教室はインパクト大の実演ありで生徒の食いつきもよく非常に良かったと思います。
●ＬＨＲ計画を学年主導で立てるのか生徒支援部主導で立てるのか戸惑った。
●来年度から他分掌や学年と密に連携をとって行事などの計画を立てられれば良いと思いました。
○スケアードストレイトで、実際に事故が起こった場合に近い演出を見ることができ、生徒たちに事故
が起こる可能性は日常に潜んでいるということが伝わったと思いました。

他分掌と連携を密にすること
で、行事やLHR計画が円滑に
できるようにする。

・特別活動を３年間見通して計画性を持たせるこ
とは重要である。スケアードストレイトを毎年行うと
大変なので、３年間で一度は体験できるような計
画にすることも考えられる。
・連携はとても大切なので、是非実行してくださ
い。
・今後は、生徒支援部主導のもと進めるということ
でよかったでしょうか。

・制服で女子のスラックスは、中高ともしばしば見
られるようになった。見慣れてくると、寒さ対策でな
ぜ今まで実施をされなかったのだろうと思うことも
ある。丁寧に協議を重ね、良いと思ったことはどん
どん取り入れていけば良い。その時に、重要にな
るのは、生徒の参画と主体性だと思う。
・校則等の改正はとても時間と根気が必要です
が、生徒・先生方との協議を重ねる経験を積むこ
とがとても大切なので対策に記載されている事を
実行してください。
・校則は時代にあったものをお願いしたいです。暖
かいや涼しい等、快適に勉学に取り組めるものが
理想です。自己肯定感高く授業を受けるという観
点で言えば、ニキビ隠しや眉の薄さ肌艶の悪さを
隠すメイクは必要なのかもしれません。また、保護
者にとって高価と感じるものなどを選定しないよう
に、保護者（世代）の意見も参考にして欲しいで
す。

規範意識の涵養と生
徒の主体的活動の支
援

・校則等の遵守を呼びかけ、規範意識を高め
るとともに、校則の見直しも図る。
・特別活動において生徒に役割を与え、生徒
による主体的運営を支援する。
・委員会活動を含む生徒会活動の活性化を
図る。

・校則については、見直しができたものも一部あるが、全体的
には十分に見直しを進めることができなかった。
・生徒会執行部をはじめ、いくつかの委員会では活発に活動を
行うことができた。

3.5

●校則の見直しについては、連携型中高一貫校がスタートする前の次年度中の早いうちに、しっか
り進める必要があると思います。
○昼休みの放送など生徒のアイデアで計画し活動しており、良かった。
●制服更衣の移行期間をなくし生徒自身の判断に任せた着こなしは定着したように思う。が、上着
の着用や女生徒のメイクについては指導の方針がわからなかった。
●授業中、指定セーター以外の上着着用生徒が大半になっています。カーディガンタイプや最近は
やりのパーカータイプの指定上着の導入の検討をしませんか…？
●校則順守、規範意識を高めることの難しさを感じる。
●校則の見直しについて、職員間で意見を交換する場面があってもいいのかもしれないと思いまし
た。
●校則の見直しは、変えるべきものとそうでないものを毎年見直していったほうがよい。校則の曖昧
さのせいもあるかと思うが、教員によって指導する、指導しないが異なるので、みなが同じ指導がで
きるとよい。
○校則の見直しは時代に合わせて改善を進めていけばより良い学校になると思いました。

拡大生徒指導部会を定期的
に実施するなどし、校則の見
直しが円滑に進むようにす
る。

(2)新時代に求められる「創造力」「発進力」の育成

ア　生徒一人一人を主役にした、生徒の主体的な学びに重点を置いた教育活動の推進。
イ　基礎・基本の確実な定着と、個々の生徒のニーズに応える、多様で柔軟な特色ある教育課程の設置。
ウ　ICT機器を用いた授業等、新時代の教育の在り方についての研究。

(3)地域連携による地域の未来を担う人材の育成

ア　学校通信やホームページ等学校の魅力発信による、地域の理解と支援の促進。
イ　地域の教育力を活かした地域探究活動や地域連携貢献事業による、「課題解決力」の向上。
ウ　産業界、行政機関、大学との連携による、地域創成への意識の向上。

・キャンパスカウンセラーや通級指導担当者
と学年等と連携し、生徒理解に努める。
・生徒の小さな発見が多くし支援につながる
ように、生徒情報の共有の方法を検討する。
・特別支援教育について工夫した職員研修
会の実施を継続する。
・町の福祉機関等を含む関係機関と連携し、
特別支援教育の充実を図る。

・キャンパスカウンセラーや通級担当者と連携し、実施後直接
学年が面談をするなど、学年と情報共有するなどできた。
・特別支援における生徒情報については、年度当初時間講師
を含め共有することができている。が、年度途中での実態把握
について、今年度様式を変更し校務支援システム内で実施し
てみたが、２学期以降の活用まで至らなかった。
・但馬障害者就業・生活支援センターの職員研修会を実施し、
クローバー豊岡ブランチ、町福祉課とともに、連携の輪を広げ
ることができた。

4.6

●生徒情報の共有や発信については今後検討が必要。
○外部機関との連携が深まって良かった。
○いつも丁寧に情報共有していただきありがたいです。ありがとうございます。
○本校の実態に合った必要な研修を受けることができ、多くの学びを得るとともに実践力が身につい
た。
○通級指導や特別支援の研修会などで外部機関との連携が図れてよかったです。来年度もよろしく
お願いします。
○特別支援教育研修会では授業のユニバーサルデザインについて学ぶことができ、実際に自分の
授業に取り入れています。このような研修会を複数回設定してもらえれば、配慮が必要な生徒だけ
でなく全生徒にとってより良い授業づくりができると思いました。

・生徒にとって必要な教育相
談・特別支援教育を踏まえ、
職員研修を検討し、実施して
いく。
・学年・コーディネーターと密
に連携し、生徒の実態を全職
員で共有できる体制を構築す
る。

総
務
部

・いじめ対応チームに助けられたという意見と、組
織的な対応に課題があるという意見がある。事例
検証することで、次年度は課題が解消されること
を期待したい。
・対策に記載されている行動をぜひ行っていただ
きたい。
・具体的な課題は何でしょうか。事情聴取までの
時間短縮やリアルタイム情報提供でしょうか。

交通安全の啓発 ・挨拶励行・遅刻防止・交通安全啓発のため
に立番指導を継続的に実施する。
・特に交通安全については、全国交通安全
運動と関連づけた立番指導を、PTAと連携し
て実施する。
・自転車通学生の安全に配慮した点検や交
通安全講座を実施する。

・日常的な立番指導、全国交通安全運動と関連づけた立番と
もに行うことができ、遅刻防止や交通安全啓発に一定の効果
があったと考えている。
・交通安全教室（スケアードストレイト）の実施により、交通安
全の意識を高められたものと考えている。 4.4

○毎朝立番指導をし、生徒の見守りをしていただき、ありがとうございます。
○毎朝立ち番で遅刻しそうな生徒に声掛けをしていただきありがとうございました。生徒に遅れない
ように急ぐ姿勢が見られた。
○毎朝の立ち番、遅刻指導ありがとうございます。学年と連携しながら遅刻が減らせれたらと思いま
す。

立番指導を継続して行う。
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総合的な探究の時間、
グローカルキャリア類
型の活動の充実。

・１年生のグローカルキャリア類型において、
鳥取大学留学生交流を年２回実施する。
・２年生のグローカルキャリア類型において、
台湾姉妹校とのオンライン交流を年６回実施
する。
・２年生の総合探究において、各班で地域等
の外部機関との連携を行う。
・学習発表会「浜高ラボ」を校外で実施し、地
域の方にも積極的に参観してもらう。

・１年生のグローカルキャリア類型において、鳥取大学留学生
交流を７月と１０月に実施することができた。
・２年生のグローカルキャリア類型において、台湾姉妹校との
オンライン交流を４回実施した。
・２年生の総合探究において、各班で地域等の外部機関と連
携を行い、インタビュー等でご協力いただくことができた。また
学年発表会に招待し、複数の方々に発表をご覧いただくこと
ができた。
・学習発表会「浜高ラボ」を浜坂多目的集会室で実施し、地域
の方にも参観いただくことができた。

4.6

4.3

●総合探究やグローカルの地域や外部との連携は充実しており、継続してほしい。浜高ラボなどを
活用し、地域の人にもっと知れ渡る方策があれば良いと思う。
○グローカル類型の探究学習では、計画・外部との連絡・情報共有など、様々な面で助けていただ
きました。ありがとうございました。
○今年度行った外部との連携が次年度以降も続けばいいな、と思います。次に引き継ぐ探究テーマ
等があるのか？１年で探究完結でいいのか？
○各学年の総合探究の中心をキャリア支援部が担い、各学年の探究活動を充実させた。
●１０月の交流会は天候に恵まれず、話す機会が少なくなってしまったので工夫が必要になると思い
ます。
○地域の方々と関わる機会を多く設定していただき、時間割をはじめたくさんのご負担があったと思
いますが、そのお陰で充実した探究活動になりました。ありがとうございました。
○総合探究の授業計画など学年と密に連携を取りながら行ってもらえたのでとてもスムーズに探究
することができました。ありがとうございました。
○探究の授業で多くの大人と関わる機会を設けてくださったので充実した探究活動になった。

・湯村の散策でも雨天を想定
した活動を検討する。
・総合探究における探究テー
マは、生徒の興味関心をベー
スに設定させたい。そのた
め、教員側から昨年度のテー
マを次年度に引き継がせる
のは想定していない。生徒か
ら昨年度のものを引き継ぎた
いと申し出があれば、積極的
に引き継がせたい。

進
路
支
援
係

進学指導の充実 ・新課程入試、総合型選抜・推薦入試の対策
指導を研修する。
・学年と連携して、模擬試験、進学補習を計
画する。
・３年生に対する進学指導の日程・内容等を
教職員に情報共有し、校内協力体制を整え
る。

・新課程入試、総合型選抜・推薦入試の対策指導として７月に
職員研修会を実施することができた。
・学年団と連携し、定期的な模擬試験の実施、長期休業中の
進学補習を実施することができた。
・３年生に対する進学指導について、放課後に進学補習の継
続実施と面接指導に協力をいただけた。

4.5

4.4

○３学年団と密に協議している様子があり良かった。
●個人的に面接指導など入りたかったです。
○校内協力体制が整い、生徒、教員ともに進路実現に向けての動きがとりやすくなっていると感じ
る。

連携型中高一貫校に
向けて新しい学校とし
ての評価や進級に関
する規程を見直す。

・キャリア支援部会を定期的に開き、現規定
の妥当性等について考え、研修会等で議論
する。

・キャリア支援部会を６回実施し、現規定の妥当性等について
考え、複数の規定の変更について職員会議で提案し、変更す
るに至った。

4.4

・入試制度等が大きく変化する過渡期に「校内協
力体制が整い」という表記があることは、生徒に
とっても家庭にとってもありがたいことだと思う。

就職指導の充実 ・２年生就職志望生徒に就業体験を実施す
る。
・ＰＴＡに講師を依頼して、３年生就職志望者
に面接試験指導を行う。
・３年生に対する就職指導の日程・内容等を
教職員に情報共有し、校内協力体制を整え
る。

・２年生の夏季休業中就業体験を実施できた。就職希望者だ
けにとどまらず進学希望者も積極的に参加した。・PTA役員や
地元事業所の方に講師を依頼し、８月に３年生就職志望者を
対象に模擬面接の指導をいただけた。・３年生に対する就職
指導について、学年・キャリア以外の方にも面接指導の協力を
いただくことができた。

4.4

○３年生進路決定者のキャリアアップ体験は非常に良かった。
○PTAの模擬面接や他の教員にも面接指導をする機会が出来、良かった。
○就業体験にたくさん参加し、意識を高められたと思います。日誌などの提出物がなかなか揃わず、
申し訳ありませんでした。
●あまりお手伝いができませんでした。すみません。
○学校全体で、また、全学年で進路実現に向けてのキャリア教育が行われている。
○夏季休業中の就業体験ありがとうございました。就職希望の生徒の進路意識が高まったと思いま
す。

・進路を考える機会として就
業体験を夏季に限らず冬季、
春季休業中にも実施できない
か検討したい。

・キャリアアップ体験は、受け入れ側からも前向き
な評価が聞こえてきた。社会にスムーズに繋げる
この取組はとてもすばらしいと思う。

・浜坂高校の特色として、生徒の幅広い進路にき
め細かに対応し、それぞれの分野で結果も出して
いることだと思う。
・今年度に取り組まれた卒業生によるワークショッ
プが、ある程度組織化され、オンライン相談会み
たいな形になると教員側の負担軽減とともに、生
徒にとっても進路の明確化につながる感じがす
る。

連携型中高一貫校に
向けた新しい学校とし
ての教育課程について
検討する。

・教育課程委員会を年３回実施し、教育課程
について検討する。
・学校独自の教科科目として、学校設定教
科・科目について考え、魅力ある教育課程の
実現を目指す。

・教育課程委員会を４回実施し、新しい教育課程について検討
することができた。
・来年度から新しく実施予定の学校設定教科「浜高ラボ」につ
いて、また学校設定科目である「ベーシックスキル」「クエスト
Ⅰ」について具体的な内容を考え、実施に向けて準備すること
ができた。 3.9

○どこに書けば良いのかわからなかったのでこちらに書かせていただきますが、２学年で実施されて
いる、チャイム前の時間厳守行動ですが、ノーチャイムにしてはどうかと思います。新温泉町立中学
校は２校ともノーチャイムを実施しています。教員側が慣れるまで時間がかかるかも知れませんが、
連続授業でチャイムを消すなどの必要がなくなり、そのときの他の学年もそれぞれに対応できるので
はないかと思います。
●協議されている内容が全職員で共有できれば良いと思う。
●ベーシックスキルやクエストⅠの全容が見えず不安です。ベーシックスキル：授業内容（スタサ
プ？）
評価の仕方…。クエストⅠ：総探とのすみ分け…。
●来年度からの教育課程について、イメージが浮かばない。

・チャイムに関してキャリア支
援部だけでは決められない
ので、今後全教職員で検討し
たい。
・ベーシックスキルやクエスト
Ⅰなど連携型中高一貫校で
の特色ある科目は連携型中
高一貫校の担当者に委ねて
いる。

・教員も主体的に関わり浜高の新時代の教育課
程を考えていただいていることは本当にありがた
い。
・現在のプロセスも大事だが、キャリアパスポート
なども活用し、どのような過程を踏むと、どのよう
な自己実現につながるのかファイリングや掲示が
できると良いと思う。

３年間を見通した進路
指導

・ホームルームの年間計画において進路指
導ホームルームを計画的に設定する。
・上級学校、企業の情報提供等により、各学
年の進路指導を支援する。

・学年団に依頼し、定期的な進路ガイダンス、模擬試験、公務
員講座などを実施できた。また、２年生に対して来年度に向け
て進路指導LHRを６時間実施することができた。
・上級学校の入試情報や企業からの情報等を積極的に共有し
た。

4.4

●進路ガイダンス等は学年の要望を聞いて、進路指導部で一括して行った方が良いのではないかと
思いました。
○どの学年も進路に関する取り組みが充実して活動しているように感じる。
●３年生の面接指導について、もう少し他学年、他部署の先生方に割り振っても良いのではないか
と思う。特に２学年団には１年後の進路指導を見据えて、少しでも面接練習を経験すれば、来年度に
よりスムーズに指導に入れるのではないかと思う。
●進路指導が学年に託されているところがあり充実した指導が行えているかが不安なので、学校と
して進路指導の大きな枠組みがあれば有難い。2学年の時点で進路検討会に参加できたことは意義
があった。
○進路検討会に２学年も参加させていただいたおかげで来年度の指導に活かせると思いました。あ
りがとうございました。進路ＨＲや先輩方が語る会などありがとうございました。

・年度当初に進路指導に関す
る大まかなスケジュールを学
年団にお渡しすることにとど
まっているのが現状である。
３学年への支援を手厚くして
いる分、１、２学年の進路指
導を学年に任せているが、
キャリア支援部の人数も限ら
れているため、部署の人数を
増やすか、引き続き学年団に
ご負担をおかけする形でお願
いしたい。

・浜坂高校には、力のある大学の先生も関わって
おられるので、評価方法等についてもアドバイスを
もらうとよいと思う。

・３年生の項目別評価が高い。年度ごとの学年の
雰囲気もあると思うが、意見のように学校を盛り上
げる姿勢は、地域を盛り上げる姿勢としても垣間
見ることができた。

授業や補習に集中す
る態度を育成し、確か
な学力を身につけさせ
る。
自学自習の姿勢を育
て、家庭学習の習慣化
を図る。

・日々の授業と補習を通して、思考力、判断
力、表現力を身につけ、さらに応用させる確
かな学力を養う。
・週末課題やスタディサプリの活用で、基礎
学力と家庭学習の習慣化を図り、自ら学び
続ける意欲を育む。
・教科担当と連携し、授業に集中する態度を
育成するとともに、個に応じた課題を克服す
る学力を身につけさせる。

・日々の授業、放課後または長期休業中の補習に積極的に取
り組み、着実に学力を高めた。
・日々の学習だけでなく、受験勉強対策としてスタディサプリの
動画学習を積極的に活用した生徒もいた。
・成績向上に向けて意識が高まり、日々の提出物や定期テス
トに取り組む姿勢に変化が見られた。その結果、追認考査なし
で、全員の卒業認定がされた。

4.4

学習面においても、3年生に
なって初めて重要性に気付
き、慌てて始める生徒が多い
ので、1，2年次より取り組め
る環境作りが大切である。

・追認考査なしで全員の卒業認定がされたことは
素晴らしいことである。
・進路の実現のために、モデルケースを学校全体
で共有し、早めの準備に繋げられるとよい。

規律重視の生活習慣
の確立を図り、達成感
と自己有用感を育み、
公共の精神や協調性
を身につける。

・日々の学校生活での挨拶の励行・清掃活
動などを徹底し、手帳やアプリを活用して自
己管理能力を身に付けさせる。
・学校行事など体験を通して、達成感・成就
感を味わう中で共生心を育み、社会人として
地域の未来に貢献する意識を身につけさせ
る。

・日々の生活で、挨拶や清掃活動は概ねできた。進路を意識
した生活の中で、手帳またはアプリを活用し、スケジュール管
理ができる生徒が増加した。
・高校生活最後となる学校行事では、それぞれをしっかり楽し
み、盛り上げ、学年が一丸となり、取り組むことができた。キャ
リアアップ体験で、地域の様々な仕事を実際に体験すること
で、地域社会への貢献意義を高められた。

4.4

4.4

主体的に進路について
取り組む力を育成す
る。
高い志に向けて粘り強
く挑戦し、個に応じた進
路実現を目指す。

・安易な進路決定をしないため、総合的な探
究の時間や実力テスト、補習等を有効に活
用し、個別面談を通して個に応じた高い進路
目標を目指す。
・オープンキャンパスを有効に活用し、進路
指導部とも連携を取り、自主的な進路情報の
収集を図る。
・第一志望決定率９０％以上を目指す。

・進路指導部と協力し、個人面談、三者面談を通して、個々の
実力に応じた進路指導ができた。
・それぞれの進路に向けた情報収集をする中で、進路指導部
と連携し、個に応じた面接指導や受験指導に対応した。
・第一志望決定率は、進学、就職を合わせて８５．４％であっ
た。 4.4

○進路指導部と密に連携している姿が見られた。 進路指導部と学年だけでな
く、無理のない範囲で管理職
を含む職員全体で進路指導
できる体制が小規模校こそ大
切である。

・国立大合格者で、地域課題課題に取り組もうと
する生徒がいる。しかし、現在の地域課題は超々
難問と言える。高校の学びが本当に必要であるこ
とを多くの生徒に実感として結びつけさせてあげ
たい。

・留学生や台湾の中高生との交流は、当初の想定
以上に効果が高いと思う。異なる言語、文化、習
慣の中で協働的に行動するための手法や考え方
を学ぶとともに、新時代への新たな価値観を見出
せる場になっていると強く感じた。
・浜高ラボは、浜坂多目的集会施設で行うほうが
よい。関わった役場職員も参加しやすく、次年度
へつなぐきっかけづくりにもなる。
・私個人としての見解は、探究活動は出来る限り２
年かけたほうが良いと思います。内容について
も、更に深堀出来る事、関連した内容など１年か
けた学習を単発で終わらせるのではなく、深めて
いく方針を取られた方が、進路にも影響してくると
思います。
過去に探究した学習から、１年生が興味持ったも
のを深堀するシステムも良いかと思います。

２
学
年

基本的な生活習慣と基
礎的・基本的な学習習
慣の確立

・読書やスタディサプリを活用するなど朝の
SHRでの学習を毎日行う。
・授業開始のチャイムが鳴る1分前には着席
させ時間を守ることを意識付け、1日の始まり
にメリハリをつけ生活習慣を整える。 4.1

4.3

○SHRで学習活用など、生徒のことを考えいろいろ取り組んでいた。
○朝のSHRの活動が定着しつつあり、成果を感じている。　スタディサプリ学習についてはタブレット
忘れ等もあり徹底できていないが、各々学習に取り組むことはできている。
○ＳＨＲの時間をしっかり使うことができ、身についたことが多いと感じる。

３
学
年

SHRの時間を毎日活用できて
はいるが、次年度はより進路
実現に向けての学習や行動
ができるように指導していき
たい。

○生徒が生き生きとし過ごしていた。また委員会の仕事なども一生懸命していた。
○学校行事では大きなエネルギーを出すことができ、3年生のお陰で学校が盛り上がった。
○学校を引っ張る最高学年としてどの行事も意欲的に取り組んでいたように感じます。ありがとうご
ざいました。

スケジュール管理の必要性
が3年生になって初めてわか
るという現状であり、1年次よ
り徹底できる工夫が必要であ
る。

・スタディサプリ学習は、浜高支援協議会の支援も
関係しているので、効果的な学びの事例を広く発
信すると、幅広い支援者に支援の継続を求めやす
くなると思う。

高い志と広い視野で将
来を見据えた進路検
討ができる資質を育成
する

・進路行事を年３回以上実施する。
・就職希望者に対して３日間の就業体験を実
施する。
・他学年や他校と連携し、知見を広める中で
自己を見つめ、自分に合った進路を検討し具
体化する。

・朝のSHRでは月曜日読書、火・木曜日スタディサプリで学習、
水曜日速読トレーニング、金曜日NIEを実施することができた。
・年度初めは意識づけできており、遠足や修学旅行では時間
通りに行動することができた。しかし、年度の終わりにかけて
遅刻者が増えてしまっている。メリハリのある生活ができてい
る生徒が大半だが個々で指導が必要である。

4.5

○進路に向けて様々な取り組みを計画しており良かった。 教員の進路指導に関するス
キルアップを前提に一人一人
の進路実現ができるように早
めのアプローチを展開してい
きたい。また、昨年度の３年
生を見習った指導、例えば進
路検討や体調管理の徹底な
ど行っていきたい。

・他校との進学相談会は有効であると思う。オンラ
インでの交流や、タブレットの有効活用の共有な
ど、工夫した取組を生徒側から提案させてもよい
と思う。

・様々な場面で顔が見える関係があり、直接感謝
を伝えてもらえる環境は、大規模校では難しい。
小規模のメリットを生かして自己有用感を確実に
蓄積させてあげてほしい。

自己有用感の醸成と
人間性の涵養

・日々の活動や行事のなかで委員会や係な
ど必ず一人一つの役割を与え、責任をもって
取り組むことにより自己有用感を醸成する。
・学年通信や集会において心を成長させる話
題の提供を行うことで人間性の涵養を目指
す。

・一人ひとりに委員会や係を割り当て、その責任を果すことが
できた。
・学年通信や集会において様々な話題の提供を行うことで人
間性の涵養を促すことができた。
・大人や地域と関わる機会を設けることで、社会を知り、自己
の役割や責任について考えるきっかけを作ることができた。

4.4

○個の持つ特性など幅広い生徒に応じて、丁寧に対応している。 最高学年として、また成人、
社会人を見据た人間性を高
める指導を継続できればと思
う。

・進路行事を５回実施し少しずつ進路実現に対して意識が高
まっていることを感じる。
・就業体験を実施し、事後ではその成果をまとめたポスターを
作成することができた。
・出石高校と合同で進学相談会を実施し多くの進学先につい
て知ることができた。
・１学年と合同で講演会・進学相談会実施した。
・担任・学年主任による進路面談を実施している。

１
学
年

基礎的な生活習慣の
確立

・手帳やスマホを利用し、自己管理やスケ
ジュール管理を徹底する。
・欠席・遅刻・早退を減らす。
・校内ルールを遵守する。

・BYOD端末の使用について指導した。手帳やスマホを利用し
て自己管理やスケジュール管理することの指導を継続してい
く。
・理由のある長期欠席の生徒が数名いたものの、前半は全体
的には非常に遅刻欠席が少なく、前向きに学校生活に取り組
めていたが、２学期ごろから、保健室利用者が徐々に増えてき
ており、３学期になると、決まった遅刻者も数名出てきていた。
・スマホ、タブレットの使用についてはルールを全体で伝えて
いったけっか、違反者は減ってきた。化粧・服装について個別
で指導することがあった。

3.8

4.1

●朝SHRでの学習は行っていませんが、考慮する必要があると思います。遅刻者が多いので、意識
付けをします。
●遅刻は多いです。１学期はスマホの違反が多かったので、２学期以降減らせるようにルールの徹
底を伝えました。

遅刻に対しての指導を徹底し
ていきたい。
校内でのルールを理解してい
ないことがある。校内ルール
の確認の徹底なぜなのかの
理由を１度だけでなく、複数
回にわたって指導していく必
要がある。

・端末を活用し、スケジュール管理を主体的にさせ
ていく試みは期待できる。ToDoリストや、学校行
事の全体入力など、今まで一人ではスケジュール
管理が難しかったり、見通しが持ちにくかったりし
た生徒にとっては、とてもありがたいツールになる
可能性がある。

・中学校で3年間タブレットを活用した生徒が入学
することになるので、タブレット学習の成果と課題
を中高で共有する場があってもよいと思う。もちろ
ん、家庭学習の様子の共有なども。

周囲のために行動でき
る共生心と思いやりあ
る人間性の育成

・さまざまな行事や体験を通して、達成感・成
就感を味わい、自信をもって社会に貢献でき
る姿勢と地域創成への意識を身につける。

・新入生宿泊研修やコミュニケーションワークショップ（3回）を
通し、自分のことを相手に伝えること、知ってもらうことの大切
さと相手が何を考えているかを感じ取ることの重要性などを知
ることができた。
・体育祭や文化祭、マラソン大会などの学校行事では楽しさを
追求しながらも成就感を味わうことができた。
・グローカルキャリア類型のフィールドワークでは、地域を学ぶ
ことができ、地域の未来を考えることができた。

4.4

○宿泊研修やコミュニケーションワークショップなど、非言語コミュニケーションをしっかりと学べてい
ると思います。

SNSなどの情報過多の時代
にコミュニケーションの取り方
が一段と難しくなってきてお
り、そのようなものとの付き合
いかた、考え方を学ぶ場を増
やしていきたい。

・「地域の未来を考えることができた」の表記は、
非常にありがたい。課題は多い町であるが、人の
温かさに触れ、地域が一丸となり、この町でよかっ
た、この学校でよかったと思える生徒を育てたい。

基礎的・基本的な学習
習慣の確立と定着。広
い視野で将来を見据
え、進路検討をしていく

・スタディサプリを活用した課題の設定、夏季
休業や考査前に補習を実施し基礎的・基本
的な学習習慣を確立する。
・４回以上進路行事を実施し自分の進路検
討に興味関心を持たせる。

・スタディサプリを活用し、週末課題、長期休業中の課題提出
など行うことができた。しかし、まだ活用できる機会が多くあり、
生徒により活用状況にも差がある。補習は多くの先生方に関
わっていただき手厚く実施できており、学習に対して努力する
意識を持つことができた。
・全員を対象に進路行事を８回実施することができた。進路の
検討の仕方について、進興味関心を持たせることができた。

4.3

●長期課題でスタサプを利用しましたが、頻度はまだ少ないので活用の場面を増やします。個人面
談があまりできなかったので、２年生以降は進路に関する面談を増やします。

スタディサプリが家庭学習状
況にどうのように働くかを試し
ている状態であります。配信
者側はらくですが、答えが選
択であり、どこまで力がつくの
か今後の経過を見ていきた
い。

領域 Ｒ６評価項目 Ｒ６目標・方策等 取組みの成果 項目別評
価

総合評
価

取組みへの意見 対策 学校関係者評価


